
２　一般会計決算額の推移
（単位：千円　％）

増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率

当 初 予 算 額 144,232,000 163,518,000 13.4 151,939,000 ▲7.1 145,466,000 ▲4.3 145,828,000 0.2 150,100,000 2.9 153,845,000 2.5 151,888,000 ▲1.3 146,095,000 ▲3.8 138,669,000 ▲5.1

予 算 現 額
Ａ

168,661,611 175,905,563 4.3 180,127,177 2.4 160,768,802 ▲10.7 165,565,880 3.0 156,421,341 ▲5.5 157,429,808 0.6 161,835,740 2.8 158,881,860 ▲1.8 152,927,930 ▲3.7

歳 入 決 算 額
Ｂ

157,893,833 157,967,292 0.0 164,810,305 4.3 143,862,264 ▲12.7 146,744,956 2.0 137,471,635 ▲6.3 136,843,123 ▲0.5 133,444,602 ▲2.5 131,553,776 ▲1.4 130,104,232 ▲1.1

歳 出 決 算 額
Ｃ

155,108,341 148,951,537 ▲4.0 158,768,213 6.6 137,890,069 ▲13.2 142,731,623 3.5 133,886,750 ▲6.2 133,345,704 ▲0.4 131,161,936 ▲1.6 129,990,080 ▲0.9 128,435,789 ▲1.2

歳入歳出差引額
Ｄ

2,785,492 9,015,755 223.7 6,042,092 ▲33.0 5,972,195 ▲1.2 4,013,333 ▲32.8 3,584,885 ▲10.7 3,497,419 ▲2.4 2,282,666 ▲34.7 1,563,696 ▲31.5 1,668,443 6.7

翌 年 度 に 繰 越
す べ き 財 源

Ｅ
286,884 5,508,837 1,820.2 2,284,415 ▲58.5 970,666 ▲57.5 1,300,982 34.0 1,116,576 ▲14.2 422,050 ▲62.2 812,812 92.6 1,159,161 42.6 309,069 ▲73.3

実 質 収 支 額
（Ｄ－Ｅ） Ｆ

2,498,608 3,506,918 40.4 3,757,677 7.2 5,001,529 33.1 2,712,351 ▲45.8 2,468,309 ▲9.0 3,075,369 24.6 1,469,854 ▲52.2 404,535 ▲72.5 1,359,374 236.0

単 年 度 収 支
Ｇ

749,122 1,008,310 250,759 1,243,852 ▲2,289,178 ▲244,042 607,060 ▲1,605,515 ▲1,065,319 954,839

財 政 調 整 基 金
積 立 金

Ｈ
5,985,157 100,448 8,194 2,696 2,454 2,427 2,736 3,134 2,799 800,813

繰 上 償 還 金
Ｉ

48 15 166,074 630

財 政 調 整 基 金
取 崩 額

Ｊ
2,878,000 4,000,000 1,750,000 3,237,000 500,000

実質単年度収支
(Ｇ+Ｈ＋Ｉ－Ｊ)

Ｋ
3,856,279 1,108,758 259,001 1,246,563 ▲6,286,724 ▲75,541 610,426 ▲3,352,381 ▲4,299,520 1,255,652

平成30年度平成26年度 平成27年度 平成29年度平成21年度 平成22年度 平成28年度平成24年度 平成25年度平成23年度
区　　分

【平成30年度決算の特徴（一般会計）】 
 

平成30年度一般会計の決算は、歳入総額130,104,232千円、歳出総額128,435,789千円で、翌年度に繰

り越すべき財源309,069千円を差し引いた実質収支額は、1,359,374千円の黒字となった。 

また、平成30年度の実質収支額から前年度の実質収支額を差し引いた単年度収支額は、954,839千円の

黒字となり、これに財政調整基金積立金800,813千円を加え、財政調整基金取崩額500,000千円を差し引

いた実質単年度収支は、1,255,652千円の黒字となった。 
 
○実質収支額 

歳入歳出の差し引き額から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額 

実質収支は、地方公共団体の財政運営の状況を判断するうえで重要な基準であり、一般的に黒字・赤

字とは実質収支のことをいう。 
 
○単年度収支 

当該年度の収支状況を示すもので、当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額 
 
○実質単年度収支 

単年度収支に含まれている実質的な黒字要素（財政調整基金への積み立て、市債の繰上償還）と赤字

要素（財政調整基金の取り崩し）を加味した単年度の収支 


